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10) 川岸 亨，久保田康生，原田幸子，松浦泰寛，菅原亮輔，吉川佳那， 
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11) 熊谷卓博，齋藤佳敬，山田武宏，小林正紀，熊井正貴，笠師久美子， 
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12) 内山数貴，田澤佑基，今井俊吾，鏡 圭介，鳴海克哉，杉田純一，  
笠師久美子，山田武宏，小林正紀，豊嶋崇徳，井関 健． 
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第 27 回日本医療薬学会年会（2017 年 11 月，千葉・幕張メッセ） 

 
13) 今井俊吾，山田武宏，小林正紀，笠師久美子，井関 健． 
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＜学会地方部会・研究会・その他の院外における発表＞ 
1) 石川修平． 
：向精神薬の適正使用に向けた取り組み―睡眠薬を中心に―  

Patient Safety セミナー（2017 年 1 月，札幌） 
 
2) 笠師久美子． 
：スポーツ領域における適切な薬物治療を考える-Real Sports Pharmacist- 
鳥取県薬剤師会主催・鳥取県薬剤師会 SP 研修会 
（2017 年 1 月 29 日，鳥取県薬剤師会館） 

 
3) 沖 洋充． 
：北海道大学病院における医薬品安全管理体制 
平成 28 年度第 2 回薬剤安全性セミナー 
（2017 年 1 月 30 日，東京・東医健保会館） 

 
4) 沖 洋充． 
：有害事象報告からの医療安全への貢献 
札幌病院薬剤師会 学術シンポジウム 
（2017 年 2 月，札幌・札幌医科大学記念ホール） 

 
5) 石川修平． 
：認知症患者の多職種連携における情報共有の実際 -薬剤師の立場- 
北海道薬科大学生涯学習センター主催・認知症看護実践力向上研修 
（2017 年 3 月 1 日，北海道大学病院） 
 



6) 笠師久美子． 
：Real Sports Pharmacist に向けて 

慶應義塾大学薬学部公開講座 
（2017 年 6 月 18 日，慶應義塾大学薬学部講堂） 

 
7) 田澤佑基.  
：平成 29 年度造血幹細胞移植拠点病院研修会 第 1 回造血幹細胞移植セミナー

造血幹細胞移植領域における薬剤師のかかわり～移植前から移植後までの

「薬の理解」～ 
 （2017 年 6 月 24 日，札幌・会議研修施設 ACU 大研修室） 
 
8) 西村あや子． 
：妊婦・授乳婦薬物療法認定薬剤師の活動～「妊娠と薬相談」の実際～ 
平成 29 年度札病薬新任薬剤師研修会 
（2017 年 7 月 5 日，札幌教育文化会館） 

 
9) 笠師久美子． 
：北海道における NST の現状 

JSPEN 北海道支部 NST セミナー2017 
（2017 年 7 月 22 日，北海道大学薬学部多目的講義室） 

 
10) 笠師久美子． 
：スポーツ領域における適切な薬物治療を考える～Real Sports Pharmacist を目指

して～，松山大学薬学部公開講座 
（2017 年 7 月 23 日，松山大学薬学部講堂） 

 
11) 熊井正貴． 
：化学療法による HBV 再活性化予防の取り組み 

第 3 回道北地区オンコロジーミーティング 
（2017 年 8 月 5 日，旭川市） 

 
12) 沖 洋充． 
：なぜ， 減らない？ 医薬品に関する医療事故～医薬品に関する事例報告から 

安全管理にまつわる最近の話題まで～ 
平成 29 年度旭川市保健所主催 医療安全に関する研修会 
（2017 年 9 月 1 日，旭川市障害者福祉センターおぴった） 



 
13) 笠師久美子． 
：アンチ・ドーピングに関する最新情報 
北海道薬剤師会アンチ・ドーピングワークショップ 
（2017 年 9 月 16 日，幕別町百年記念ホール講堂） 

 
14) 齋藤佳敬． 
：化学療法で薬剤師は何が貢献できるか？～外来治療を中心に～ 
第 20 回北海道大学薬学部生涯教育特別講座 

（2017 年 9 月 30 日，北海道大学薬学部臨床薬学講義室） 
 
 
15) 笠師久美子． 
：国際総合競技大会への薬剤師の参画～2017 冬季アジア札幌大会報告より 

日本薬剤師会学術大会分科会 
（2017 年 10 月 9 日，東京国際フォーラム） 

 
16) 笠師久美子． 
：静脈栄養を正しく理解するために いかに臨床業務に活用するか？ 
薬薬連携静脈経腸栄養ネットワーク研究会主催 静脈経腸栄養連携ワークシ

ョップ 
（2017 年 10 月 14 日，TKP 札幌駅カンファランスルーム） 

 
17) 山田武宏． 
：抗菌薬の適正使用支援への取り組み～Antimicrobial stewardship program の多職

種連携による実践を目指して 
第 35 回東阪神院内感染症研究会 
（2017 年 11 月 8 日，ホテルポップインアミング尼崎） 

 
18) 山田武宏，今井俊吾，田澤祐基，鏡 圭介，山神 彰，嶋村 剛，井関 健． 
：重度肝硬変症例（Child-Pugh class C）におけるボリコナゾール投与量に関する

検討 
第 31 回北海道 TDM 研究会研究発表会 
（2017 年 11 月，北海道薬科大学サテライトキャンパス） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



【競争的獲得資金】 
1. 科研費 基盤 C（2 名） 

1）抗 MRSA 薬ダプトマイシンによる骨格筋毒性回避のための基盤研究」 
（山田武宏；平成 28―30 年度：課題番号 16K08901） 
 

 2)  MCT の機能・発現阻害に基づいたがん細胞の転移・浸潤の抑制効果の検

証（小林正紀；平成 27－29 年度：課題番号 70431319） 
 
 
2. 科研費奨励研究（5 名） 

1)「マグネシウム投与時の腎臓内シスプラチン量減少メカニズムの解明」 
（齋藤佳敬；課題番号 17H00477） 
 
2)「エピルビシンを用いた肝動脈化学塞栓術施行時の制吐薬による消化器症状

予防効果の評価」（坂本達彦；課題番号 17H00565） 
 
3)「薬剤感受性試験結果に基づく抗 MRSA 薬治療の最適化～菌血症治療効果

改善の試み」（鏡圭介；課題番号 17H00558） 
 
4)「ベバシズマブ誘発性高血圧に対する降圧薬の効果比較検討」  
（高桑志帆；課題番号 17H00567） 
 

5)「同種造血幹細胞移植後におけるダサニチブの PK/PD 解析に基づく 
投与量の最適化」（田澤佑基；課題番号 17H00490） 
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井関 健：平成 29 年度日本医療薬学会 功績賞 
 
今井俊吾：第 27 回日本医療薬学会・優秀演題賞 
 


